
① 市⺠活動拠点（21/24 名）と ② 飲⾷・休憩施設の（23/24 名）の
ニーズが⾼い結果となった

■ 栄本町コミュニティセンター跡地にあったらよい機能

① 市⺠活動拠点（計 24 名）

② 観光案内所（計 24 名）

③ 飲⾷・休憩施設（計 24 名）

必要
15 名

必要
4 名

どちら
でもよい

4 名

1

3 1

1 1 1必要
18 名

どちらかと
いえば必要

6 名

どちらかと
いえば必要

12 名

どちらかと
いえば必要

5 名

・⽇  時：

・場  所：

・参加⼈数：

2023 年 12 ⽉ 19 ⽇（⽕） 
第 1 部 09：30 〜 12：00
第 2 部 19：00 〜 21：30

第 1 部 池⽥市中央公⺠館 2 階会議室 A・B
第 2 部 池⽥市役所 7 階⼤会議室

第 1 部 13 ⼈
第 2 部 14 ⼈ 

１．開会の挨拶
２．駅周辺整備計画の紹介・ワークショップの進め⽅
３．ディスカッション

４．各チームの成果発表    ６．今後の予定・アンケート記⼊    
５．総括コメント       ７．閉会の挨拶

① グループ内で⾃⼰紹介！
② 理想的なシーンを考えよう！
③ ②で考えたシーンを実現するために、
  オープンスペースに必要な機能や配置を考えよう！

栄本町コミュニティセンター跡地周辺の利活⽤に向けた ワークショップ 
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アンケート結果

お問い合わせ先 メール sakaehonmachi.workshop@gmail.com｜( 株 ) ⽇建設計
電 話 072-754-6262｜池⽥市 まちづくり環境部 都市政策課 ( 平⽇ 8：45 〜 17：15 )

みなさまからいただいたご意⾒をもとに、検討を進めます。
引き続き、どうぞよろしくお願いいたします！
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栄本町コミュニティセンター跡地

栄本町ポケットパーク前倉庫跡地



ワークショップの結果（各グループの議論の内容）

■ １ - A グループ
・スタンディングバーができた
り、夜に若い⼦がガラス張りの
壁⾯の前でダンスをしたり、そ
ういった異なる⽤途を想定した
コンテナハウスを建てると⾯⽩
いのではないか。
・たまにキッチンカーがきて、
マルシェができて、モビリティ
やタウンインフォメーションの
ような情報収集できる場所があ
るとよい。
・トイレもほしいという意⾒が
出た。
・倉庫跡地は⼈⼯的な雰囲気と
して、それに対してコミセン跡
地は⾃然的で、五⽉⼭をイメー
ジした丘を作って、⼈⼯芝と天
然芝を織り交ぜながら、緑豊か
な環境を整えるのがよい。
・シンボルツリーを作って、春
夏秋冬楽しめるようにしたい。
例えば、冬であればイルミネー
ションを付けて、明るいイメー
ジを作りたい。
・平⽇は近所の保育園児さん、
休⽇はインバウンドの⽅や観光
客の憩いの場となるとよい。

■ １ - B グループ
・コミセン跡地はフラットにし
て、キッチンカーやマルシェ、
産直市場ができるようにした
い。
・平⽇は、⼦どもが⾛り回って
遊べるような空間として、⽔遊
び場がほしいという意⾒もあっ
た。
・町会での会議室や防災備品の
倉庫、公衆トイレが必要である。
・平⽇は地域住⺠の利⽤をメイ
ンとして、⼟⽇祝⽇は来街者が
多いので、イベントを開催して、
五⽉⼭に上がる中間地点、休憩
地点として使えるような場所に
なるとよい。
・ガラス張りの壁⾯でダンスが
練習できる場所がほしい。
・周辺で⽝の散歩をされている
⽅が多いので、そういった⽅た
ちが⽴ち寄ってリードを繋いで
おける場所があるとよい。
・池⽥市が織物の町だというス
トーリー性をもっと対外的にア
ピールして、歴史がわかる場所
になるとよい。
・⼈が集まりやすく、ここを⽬
的として来てもらえるような場
所になるとよい。

■ １ - C グループ
・平⽇は市⺠利⽤がメインで、
休⽇はなるべく来街者を誘致し
たい。
・簡単にお茶が飲め、テイクア
ウトした物を⾷べられ、気軽に
⽴ち寄れる場所を設ける。お茶
を飲みながら喋れる場所が必要
である。
・休⽇はキッチンカーがきて、
お⼟産を買えるなど、池⽥市の
特徴をアピールできるものを設
置するのがよい。
・トイレが必要である。
・コミセン跡地でスケボーがで
きる簡単な施設があるとよい。
例えば、⼦どもがダンボールを
敷いて滑る遊びができる施設と
兼⽤するのはどうか。
・芝⽣に⾃由に座ったり、⼩さ
い⼦どもがハイハイしたり、そ
ういったことができる広場があ
るとよい。
・広場では、⾷事やチャレンジ
ショップがあって、⼈が寄り集
まって話ができる場所が必要で
ある。
・交差点でもあるので、その整
理をどうしていくのかというの
もひとつのポイントである。

■ ２ - A グループ
・働いている⼈も集まれるナイ
トバーがあるとよい。
・朝は散歩中の⼈や⼦ども、送
り迎えの⼈、⾼齢者など、世代
を超えて集まれるとよい。定期
的にみんなで参加できる朝市の
ようなイベントが開催できると
よい。昼と夜は、「匠が教える⼯
房」のような、体験ワークがで
きるとよい。
・地域で⼤事にしている物（倉
庫に保管している船など）を⾒
てもらえるとよい。
・屋根さえあれば、定期的に集
まれる安⼼感がある場所になる。
そうなると、イベントだけでは
なく、普段から散歩中の⼈が来
れたり、ヨガをしたり、来街者
のサイクリングの集合場所に
なったりする。ここに⾏けば誰
かに会えるような、集まりやす
い場所になるとよい。
・トイレや倉庫、⽔遊び場は、
倉庫跡地のほうに設置できると
よい。

■ ２ - B グループ
・コミセンの跡地のほうは、呉
服座や五⽉⼭公園、逸翁美術館
への来訪者が、「⽴ち寄るとお
得だ」と思えるような経由地の
性格を持たせてはどうか。例え
ば、地域の限定品が買えるよう
なアンテナショップと、案内所
の要素がある施設、防災倉庫や
トイレを、敷地の３分の１くら
いの範囲に建てて、⼿前はイベ
ントで使えるような広場にする
のがよい。
・ポケットパークのほうでは、
地域の⽅が利⽤できる、⼦ども
が遊べるような公園にしてはど
うか。親⽔公園や芝⽣、ベンチ、
照明、⽇陰を作る物を設置して、
普段も休⽇も⼈が集まれるよう
な場所になるとよい。
・地元向けと来訪者向けで、⼀
体的な利⽤ができるとよい。

■ ２ - C グループ
・朝はカフェ、昼は休憩所、夜
はバーなど、そういった利⽤が
できるとよい。
・⽔遊びができる⼦どもが集ま
れる場所があるとよい。
・阪急電⾞の古い⾞両を設置し
て、それを⽬⽟として、いろい
ろと展開していくのはどうか。
・⼈が集まるには⽬⽟が必要で
ある。電⾞を設置するだけでは
なく、⾞内で飲⾷ができたり、
地域の⼈に使ってもらえたりす
るとよい。
・倉庫跡地のほうは、⼦ども向
けのものがほしい。夏は屋根が
あるとよい。⽔遊び場もあると
よい。⽬的地になるような場所
として、地元の⼈にも⽇ごろか
ら利⽤してもらいながら、来街
者にも来てもらえるようになる
とよい。


